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1 はじめに 

 

本ツールは、IO-Linkマスタ LINKER（及び接続された IO-Linkデバイス）の各種設定を行うための設定ツールです。 

 

1.1 概要 

 

本ツールは、Windowsアプリであり、IO-LinkマスタLINKER、IO-Linkデバイスの各種設定を行うことができます。 
 

本ツールは、AnyWireASLINK のパラメータアクセスを使用します。 
本ツールを使用する際は、プログラムによるパラメータアクセスと重なることが 
ないように注意してください。 
本ツール使用時は GX Worksでのデータモニタは行わないでください。誤動作の 
要因となります。 
IO-Link マスタ LINKER と IO-Linkデバイスの設定を自由に変更できますが、 
稼動中に操作を誤ると、重大な事故に繋がる可能性があります。 

安全な状態でご使用ください。 

 

1.2 動作環境 

 

Windows10（64ビット） 日本語版 

 
本ツールを使用するには、EZSocketが必要です。 
EZSocketは、三菱電機 GX Works2、3のインストールに含まれます。 
EZSocketを使用するには、.NET Framework(4.5.2以降)のインストールが
必要です。 

 

1.3 対応機種 

 

ASLINKマスタユニット分類 型名 
設定ツールの接続 
接続先 通信方法 

iQ-Rシリーズ用 RJ51AW12AL シーケンサ ・USB 
・Ethernet 

Qシリーズ用 QJ51AW12AL シーケンサ ・USB 
・Ethernet 

Lシリーズ用 LJ51AW12AL シーケンサ ・USB 
・Ethernet 

 

1.4 インストール 

 

実行形式ファイル“IOLCfgTool.exe”を含むフォルダ「IOL_CFGTOOL」を適当なフォルダにコピーしてください。 

同フォルダ内の“IOLCfgTool.exe”へのショートカットをデスクトップやスタートメニューに登録してご使用ください。 

 

1.5 アンインストール 

 

実行形式ファイル“IOLCfgTool.exe”をコピーしたフォルダごと削除してください。ショートカットを作成している場

合は、それも削除してください。 

警告 ！ 

注意 ！ 
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2 接続 

 

2.1 接続方法 

 

本ツールをインストールした PC と CPU との接続は、2通りの方法があります。 

・PCの USB コネクタへ直接接続する USB接続 

・Ethernetを介して行う LAN接続（IPアドレス指定） 

※マルチ CPU との接続には対応していません。 

 
2.1.1 接続例 

 

PCとマスタをUSBケーブルまたは LANケーブルで接続しターミナルにアクセス(読み出し/書き込み)を行います。 

 

 

 

 

 

USBケーブル 

または LANケーブル 
AnyWireASLINK 

IO-Linkマスタ LINKER 
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3 操作 

 

3.1 画面 

 
3.1.1 起動時の画面 

 

本ツール起動時、下記画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 画面詳細 

①チェックボックス 
「次からは表示しない」のチェックボックスを選択し、②の OKボタンをクリックすると次回起動時に 

ダイアログが表示されなくなります。 

②OKボタン OKボタンをクリックすると本ツールが立ち上がり、上記の画面が表示されます。 

③ファイル(F) 
クリックするとドロップダウンリストを表示します。 

詳細は「3.1.1.1.ファイル（F）」に記載。 

④ツール(T) 
クリックするとドロップダウンリストを表示します。 

詳細は「3.1.1.2.ツール（T）」に記載。 

⑤ヘルプ(H) 
クリックするとドロップダウンリストを表示します。 

詳細は「3.1.1.3.ヘルプ（H）」に記載。 

⑥接続機器表示エリア CPU設定後に接続機器が表示されるエリア。 

⑦CPUユニット 
クリックすると CPU選択画面が開きます。 

詳細は「3.1.2.CPU選択画面」に記載。 

⑧設定画面表示エリア 画面左側で設定対象の機器を選択したときに、設定画面が表示されるエリア。 

 

本ツールが既に起動している状態で、さらに本ツールを起動しようとするとダイアログが

表示されます。二重起動はできません。 

 

（×クリックの場合は、キャンセルボタンと同じ動作、OK ボタンのみのダイアログでは OK

ボタンと同じ動作となります。全画面同じ動作のため以降記載を省略します。）  

① 

② 

OK ボタンをクリックすると、本ツールが立ち上がる 

③ ④ ⑤ 
⑥ 
⑦ ⑧ 
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また、ASLINK リモートユニットの存在しない ASLINKシステムに対し、設定ツールを使用しないでください。リモー

トユニットアラーム信号（パラメータアクセス対象 ID異常エラー）が発生する要因となります。 

 
3.1.1.1 ファイル（F） 

 

「ファイル（F）」からの操作で、本ツールに表示されている設定の保存、および各画面への復元が可能です。 

ただし、バックアップ、リストアとは対象の項目および保存先（復元先）が異なります。「ファイル（F）」からの操

作で保存、復元される設定は設定ツール画面上のユーザ入力が可能な項目のみであるため、IO-Link マスタ

KINKER、IO-Link デバイスの機器内に保存されている設定には直接影響しません（各機器へ設定を反映する

には各画面からの書き込みが必要です）。 

  

上記機能を使用するメリットは以下の通りです。 

・CPU選択画面で CPUシリーズ、接続方法の選択や IPアドレスを設定する必要がない。 

・デバイス設定画面にて過去に入力した OD情報を再度入力する手間を省くことができる。 

 

下図は「ファイル（F）」クリックすると表示されるドロップダウンリストです。 

 

 

 

 

 

 

 

項目 画面詳細 

①開く（O） 

 

クリックするとファイル選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開くファイルを選択して開く（O）ボタンをクリックすると以下のようなダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行ボタンをクリックすると IO-Link マスタ LINKER 設定画面情報の復元を開始します。 

 

 

  

① 

② 

③ 

④ 
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実行中は以下のようなダイアログを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

設定画面の復元が完了すると以下のようなダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

その他異常完了画面は以下の通りです。 

 

発生タイミング ポップアップ画面 

対応していないファイルを選択して実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CPU ユニットとの接続中に設定ファイルが削

除される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不正値（IO-LinkマスタLINKER情報、IO-Link

マスタ LINKER 設定画面情報が 16 進数以

外）を読み出し 

 

 

 

 

 

 

 

CPU 情報ファイル内の情報と一致しない

CPU 情報（アクセス対象 CPU ユニット、接続

ユニット、伝文形式、通信プロトコル）を読み

出し 
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ASLINKマスタ配下の構成が異なる状態で復

元（デバイス情報がある保存ファイルを復元

した場合） 

（※同じ構成であっても IO-Link マスタ

LINKER のアドレスが異なる場合も該当） 

 
 
 
 

 

CH1のデバイス情報を含まない保存ファイル

を復元した際、ASLINK マスタ配下の構成に

差異を検出した場合 

（※同じ構成であっても IO-Link マスタ

LINKER のアドレスが異なる場合も該当） 

 

 

 

 

 

CH0のデバイス情報を含まない保存ファイル

を復元した際、ASLINK マスタ配下の構成に

差異を検出した場合 

（※同じ構成であっても IO-Link マスタ

LINKER のアドレスが異なる場合も該当） 

 

 

 

 

 

ASLINKマスタ配下の構成が異なる状態で復

元（デバイス情報がない保存ファイルを復元

した場合） 

（※同じ構成であっても IO-Link マスタ

LINKER のアドレスが異なる場合も該当） 

 

 

 

 

 

IO-Linkデバイスの接続有無が異なる状態で

復元（CH0、1 ともに違う場合） 

（※同じ構成であっても、使用 CH 設定や動

作モード（IO-Linkモードと IO-Linkモード以外

が異なる場合も該当） 

 

 

 

 

IO-Linkデバイスの接続有無が異なる状態で

復元（CH0 のみ違う場合） 

（※同じ構成であっても、使用 CH 設定や動

作モード（IO-Linkモードと IO-Linkモード以外

が異なる場合も該当） 

 

 

 

 

IO-Linkデバイスの接続有無が異なる状態で

復元（CH1 のみ違う場合） 

（※同じ構成であっても、使用 CH 設定や動

作モード（IO-Linkモードと IO-Linkモード以外

が異なる場合も該当） 
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デバイス設定画面の情報がない(od_Info の

情報がない)ファイルを復元 

 

 

 

 

 

 

デバイス設定画面 (CH0)の情報がない

(od_Info の情報がない)ファイルを復元 

 

 

 

 

 

 

デバイス設定画面 (CH1)の情報がない

(od_Info の情報がない)ファイルを復元 

 

 

 

 

 

 

 

接続がタイムアウトした場合、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信失敗の要因については「4.3.1.タイムアウト処理発生条件」をご確認ください。 

 

※設定画面の復元後は IO-Linkマスタ LINKERで有効になっている設定と設定ツール上の設定に 

ずれが生じるため、IO-Link マスタ LINKER 設定画面 リスト 1、2で書き込みもしくは読み出しを 

実行してください。 

②上書き保存(S) 既に読み出し済みの設定ファイルへ上書き保存されます。 

動作は③名前を付けて保存（A）と同様です。 

（ファイル選択はありません。設定ファイル読み出しがされていない場合はすべて同じ動作です。） 

 

③名前を付けて保存(A) クリックするとフォルダ選択画面が表示されます。 

 

 



操作 

3-6 

保存先を選択しファイル名を入力して保存（S）ボタンをクリックすると、以下のようなダイアログ

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

空のデータを保存しようとした場合は以下のようなダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

実行ボタンをクリックすると IO-Link マスタ LINKER 設定画面情報の保存を開始します。 

設定画面の保存が完了すると以下のようなダイアログが表示されます。 

 

 

④終了(X) 本ツールを終了します。 
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3.1.1.2 ツール（T） 

 

下図は「ツール（T）」クリックすると表示されるドロップダウンリストです。 

 

 

 

項目 画面詳細 

①タイムアウト設定（C） 本ツールが IO-Link マスタ LINKER に対して行う通信において、通信異常が発生した場合のタイムア

ウトとリトライ回数の設定および IO-Linkマスタ LINKERからの周期データ読み出しの間隔設定を行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OKボタンをクリックすると設定が反映され、ウィンドウが閉じます。 

キャンセルボタンをクリックすると設定は反映されずにウィンドウが閉じます。 

 

各設定の設定範囲とデフォルト値は以下の通りです。 

設定項目 最小値 最大値 デフォルト値 

IO-Link マスタ LINKER との通信タイムアウト（秒） 1 300 10 

最大リトライ回数（回） 1 100 3 

周期データ読み出し間隔（秒） 1 60 1 

 

※設定ツール動作中にタイムアウト or リトライの限度を超えた場合は、ダイアログでエラー表示を行

います。 

※タイムアウト仕様については「4.3.タイムアウト仕様」をご確認ください。 

 

 

 

  

① 
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3.1.1.3 ヘルプ（H） 

 

下図は「ヘルプ（H）」クリックすると表示されるドロップダウンリストです。 

 

 

 

項目 画面詳細 

①バージョン情報（A） バージョン情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 
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3.1.2 CPU選択画面 

 
接続機器表示エリアのツリー表示で「CPUユニット」をクリックすると、設定画面表示エリアに以下のようなCPU
設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 画面詳細 

①CPUシリーズ 接続する CPUシリーズを選択します。 

 

②接続方法 接続方法を選択します。 

 

③ネットワーク設定 接続方法として Ether接続 IP指定を選択した場合は、IPアドレスの設定が必要です。 

 

 

 

 

④実行ボタン ①～③を設定し、実行ボタンをクリックすると、CPUユニット下にある ASLINKマスタユニットの一覧

を読み出します。 

 

 

 

 

 

 

設定が不足していた場合、以下の画面が表示されます。 

 

発生タイミング ダイアログ 

①で CPU シリーズを選択していない

場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

GX Works でモニタ中など通信を行っている際に

ツールから CPUへ接続を実行すると、GX Works

からエラーメッセージが表示されます。 

① 

② 

④ 
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②で接続方法を選択していない場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

②で Ether 接続 IP 指定を選択し、③

で IP アドレスを正しく設定しないで実

行ボタンをクリックした場合 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

正常完了すると ASLINK マスタ設定画面が表示されます。詳細は「3.1.3.ASLINK マスタ設定画面」

をご確認ください。 

 

異常完了画面は以下の通りです。 

 

発生タイミング ダイアログ 

本ツールが CPU ユニットとの通信に

失敗したとき 

 

IO-Link デバイスとの通信が確立して

いないとき 

 

本ツール内で保存している先頭 I/O

番号や CH番号が不正値のとき 

 

本ツール内で保存しているユニット ID

が不正値のとき 

 

IO-Link マスタ LINKER からの取得値

が不正値のとき 
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入力信号 X1 が ONのとき  

入力信号 X2 が ONのとき  

入力信号 X3 が ONのとき  

入力信号 X4 が ONのとき  

入力信号 X12が ONのとき  

交信系エラーが発生したとき 

（エラーコードは、IO-Link マスタ

LINKERの“製品説明書”をご確認くだ

さい） 

 

デバイスエラーが発生したとき 

（エラーコードは、IO-Link 規格をご確

認ください） 

 

接続がタイムアウトしたとき  

通信失敗の要因については「4.3.1.タイムアウト処理発生条件」をご確認ください。 
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3.1.3 ASLINKマスタ設定画面 

 

CPU設定が完了すると、ASLINK マスタユニットが表示されます。 

※IO-Linkマスタ LINKERが接続されていない ASLINKマスタユニットは表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 画面詳細 

①接続機器表示エリア IO-Link マスタ LINKER が接続された ASLINK マスタユニットのみを抽出し、ツリー状に表示します。 

自動更新機能はないため、構成を変更した場合は再度 CPU設定を実行する必要があります。 

表示される順番については以下の通りです。 

・ASLINK マスタユニット…先頭 I/O番号の昇順 

・IO-Linkマスタ LINKER…IO-Link マスタ LINKER のアドレス（16進数）の昇順 

・デバイス…CH0、CH1 の順 

ASLINK マスタユニットの左側の＋をクリックするとツリーが展開されます。 

 

 

 

 

 

以下の場合、該当 CHの IO-Link デバイスは表示されません。 

・COM と COM&PIN2 を除く動作モード設定をした場合 

・使用 CH設定で選択する使用しない CH 

 

「IO-Link マスタ LINKER」をクリックすると IO-Link マスタ LINKER 設定画面が開きます。詳細は

「3.1.4.1. IO-Link マスタ LINKER設定画面 リスト 1」に記載されています。 

「デバイス」をクリックするとデバイス設定画面が開きます。詳細は「3.1.5.デバイス（IO-Link デバイ

ス）設定画面（各 CH）」に記載されています。 

 

 

 

 

 

 

① 
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※デバイス情報が一部読み出せていない場合、デバイス表示は赤文字のグレー背景で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この状態でデバイスをクリックすると以下のダイアログが表示され、デバイス設定画面を開くことが

できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発生原因＞ 

・CPU読み出し中に USB断線 

・CPU読み出し中に電源 OFF 

・CPU読み出し中に CPU抜去 

・CPU読み出し中に ASLINKマスタ抜去 

・CPU読み出し中に ASLINKケーブル断線 

・CPU読み出し中にデバイス断線 

 

・ファイル復元中に USB断線 

・ファイル復元中に電源 OFF 

・ファイル復元中に CPU抜去 

・ファイル復元中に ASLINKマスタ抜去 

・ファイル復元中に ASLINKケーブル断線 

・ファイル復元中にデバイス断線 
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3.1.4 IO-LinkマスタLINKER設定画面 

 

IO-Linkマスタ LINKERをクリックすると、設定内容を読み出し、画面の各項目表示に反映します。 

 ・ ASLINK マスタユニットにパラメータ一斉読み出し/個別アクセス(読み出し)を行ってから、バッファメモリから

取得します。 （ASLINK マスタユニットを経由し IO-Linkマスタ LINKERから情報取得） 

 ・ IO-Linkデバイスのパラメータ一式（Index 指定）読み出しは、このタイミングでは行いません。 

 ・ 読み出しが修了したらダイアログを表示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続がタイムアウトした場合、以下の画面が表示されます。 

 

通信失敗の要因については「4.3.1.タイムアウト処理発生条件」をご確認ください。 

 

 

設定を変更し、書き込みを行わずに他画面（読み出しも含む）へ移行しようとした場合、以下のダイアログが表示

されます。  

 

OKボタンをクリックすると変更した設定を破棄して他画面へ移行します。 
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3.1.4.1 IO-LinkマスタLINKER設定画面 リスト1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 画面詳細 

①接続機器表示エリア ツリー表示で、IO-Link マスタ LINKER、IO-Link デバイスは水色で表示する。 

②タブ リスト 1 クリックするとリスト 1 が開きます。 

③タブ リスト 2 クリックするとリスト 2 が開きます 

詳細は「3.1.4.2. IO-Link マスタ LINKER 設定画面 リスト 2」をご確認ください。 

④設定値・内容 

 （ドロップダウンリスト） 

[▼] となっている箇所は、ドロップダウンリストを表示します。各項目の入力値の範囲に合

わせて選択することができます。ドロップダウンリストで選択した後、書き込みボタンをクリック

することで設定を反映します。「内容」には現在の設定を表示します。 

 

PD（ビット入力情報エリア）伝達方法設定については、ビットアドレス設定時のみ設定可能で、

ワードアドレス設定時はグレーアウトします。 

 

 

 

 

 

 

⑤設定値（入力/出力OFFデ

ィレイ） 

テキストボックスで設定値を入力することができ、読み出しを実行すると現在の設定がここに

表示されます。 

テキストボックスで設定できる値の範囲は 0～63 で、実際に設定される入力/出力 OFF ディレ

イ時間は設定値×10[ms]（0ms～630ms）です。 

範囲外の値を入力した場合はエラーがダイアログ表示され、ユーザが範囲内の値を書き込む

までは、他箇所への入力はできません。 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 
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数字以外を入力しようとした場合、テキストボックスには反映されず、以下のように表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストボックスが空欄の状態で他の部分をクリックした場合 0 が入力されます。 

 

設定値入力後、書き込みボタンをクリックすることで設定を反映します。 

 

⑥読み出しボタン クリックすると現在の設定を読み出します。画面表示の詳細は「3.1.4.3.機器パラメータ読み書

き」をご確認ください。 

⑦書き込みボタン クリックすると表示されている設定値を書き込みます。画面表示の詳細は「3.1.4.3.機器パラメ

ータ読み書き」をご確認ください。 

 

機器パラメータの設定 

名称 説明 設定範囲 初期値 

動作モード設定 （CH0） 

接続する外部機器に応じて動作モードを設定します。 

値 設定 説明 

0 COM IO-Link モード有効 

1 SIO（DI） デジタル入力モード有効 

2 SIO（DO） デジタル出力モード有効（予約）※1 

3 PIN2 専用デジタル入力ポート有効 

4 COM&PIN2 IO-Link モード＆専用デジタル入力ポート

有効 

5 無効 デバイスを接続しない場合に設定 

  

0～5 0 

（CH1） 

CH0 と同じ 

デジタル入力時フィルタ時間

設定 

（CH0） 

SIO（DI）モード時のデジタル入力、PIN2 デジタル入力に対し、 

フィルタ時間間隔を設定します。 

値 設定 

0 無し 

1 1.0ms 

2 1.5ms 

3 5ms 

4 10ms 

5 20ms 

6 70ms 

  

0～6 0 

（CH1） 

CH0 と同じ 
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入力/出力 OFFディレイ （CH0） 

入力/出力時に以下の時間を設定します。 

入力時：OFFに切替後、OFF判定実行までの時間 

出力時：OFF判定から、実際に出力するまでの時間 

値 設定 

0 無し 

1 10ms 

2 20ms 

3 30ms 

 

～
 

60 600ms 

61 610ms 

62 620ms 

63 630ms 

  

0～63 0 

（CH1） 

CH0 と同じ 

デバイス検証設定 （CH0） 

交換前と交換後の IO-Link デバイスの情報を比較します。 

値 方法 比較対象 

0 検証しない － 

1 互換性検証 VendorID、DeviceID 

2 同一性検証 VendorID、DeviceID、Serial Number 

  

0～2 2 

（CH1） 

CH0 と同じ 

上下バイト交換設定 （CH0） 

PD の上下バイト位置を交換します。 

値 設定 

0 交換する 

1 交換しない 

  

0～1 0 

（CH1） 

CH0 と同じ 

センシングレベル表示 CH 

設定 

センシングレベルに表示する CHを選択します。 

値 設定 

0 CH0 

1 CH1 
 

0～1 0 

使用 CH設定 使用する CHを設定します。 

値 設定 

0 CH0、CH1 両方使用 

1 CH0 のみ使用 

2 CH1 のみ使用 

  

0～2 0 

デバイス交換フラグ設定 デバイス交換時にフラグを設定します。 

値 設定 

0 CH0、CH1 両方交換しない 

1 CH0 のみ交換 

2 CH1 のみ交換 

3 CH0、CH1 両方交換する 

  

0～3 0 
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PD（ビット入力情報エリア）

伝達方法 

PD（ビット入力情報エリア）と ON/OFFビットの配置を設定します。 

値 設定 説明 

0 連続配置 
PD（ビット入力情報エリア）とON/OFFビ

ット情報は連続配置。 

1 分離配置 
PD（ビット入力情報エリア）とON/OFFビ

ット情報は分離配置。 
 

0～1 0 

 

※1予約機能のため、SIO（DO）を指定して書き込みを実行した際はエラー発生のダイアログが表示されます。 

エラー時の動作は「3.1.4.3.機器パラメータ読み書き」をご確認ください。 
 

  



操作 

3-19 

 

3.1.4.2 IO-LinkマスタLINKER設定画面 リスト2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 画面詳細 

①タブ リスト 1 クリックするとリスト 1 が開きます。 

詳細は「3.1.4.1. IO-Link マスタ LINKER 設定画面 リスト 1」をご確認ください。 

②タブ リスト 2 クリックするとリスト 2 が開きます。 

③ASLINK I/O点数 I/O情報ビット位置（PD 上 ON/OFF位置）で指定した点数が反映されます。 

④ I/O 情報ビット位

置 

I/O情報ビット位置では、データを取得したいビット位置（PD 上 ON/OFF位置）を選択できます。 

ビット位置 1～4 のラジオボタンで設定したい項目を選択し、項目１つにつきビット位置を１つ指定で

きます。ビット位置を指定すると、対応するテキストボックスに指定したビット位置が表示されます

（入力不可）。 

 

※PD 情報内のデータ配置（「ビット位置」「バイト位置」「ワード位置」）は、IO-Link デバイスメーカ 

によって、順序や番号が異なる場合があります。IO-Link デバイスメーカのマニュアルに記載 

のデータ位置をよくご確認の上、設定ツール上ではデータ位置を設定してください。 

 

ビット位置は指定したタイミングで以下のように表示されます（この時点では設定は反映されませ

ん）。 

 

設定 I/O情報ビット位置表示 設定可否 

PD 上 ON/OFF位置 水色 ○ 

センシングレベル 黄色 ○ 

PD（ビット入力情報エリア） 薄い赤色 ○ 

センシングレベル、PD（ビット入力情報エリア）重複 オレンジ色 ○ 

PD 上 ON/OFF位置、センシングレベル重複 黄色（赤字） × 

② 

③ ④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

① 

⑤ 
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PD上ON/OFF位置、PD（ビット入力情報エリア）重複 水色 ○ 

PD 上 ON/OFF位置、センシングレベル、 

PD（ビット入力情報エリア）重複 
オレンジ色（赤字） × 

○：設定可 ／ ×：設定不可 

 

⑤テンプレート設定 ダウンロード（編集）した I/O情報ビット位置とセンシングレベル設定を呼び出すことができます。 

（設定を反映させる場合は書き込みボタンをクリックする必要があります） 

 

クリックするとファイル選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開くファイルを選択して開く（O）ボタンをクリックすると以下のようなダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行ボタンをクリックすると I/O情報設定のテンプレート読み出しを開始します。 

 

設定画面の復元が完了すると以下のようなダイアログが表示され、OK ボタンをクリックするとダイ

アログが閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレートの読み出しが正常完了した際は、各項目のチェックボックスがチェックありになり 

設定値が有効になります。 

 

その他異常完了画面は以下の通りです。 

発生タイミング ダイアログ 

対応していないファイルを選択して実行し

たとき 
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処理中に設定ファイルが削除されたとき  

 

 

 

 

 

 

 

不正値（ビット位置 65 以上、ビット位置重

複）を読み出したとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

I/O 情報ビット位置、センシングレベル設

定のビット範囲重複しているとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

OK ボタンをクリックするとセンシングレベルのビット

範囲が空欄になった状態で読み出しが完了しま

す。 

 
 

⑥IN-LED 表示位置 

設定 

IN-LED 表示位置設定のドロップダウンリストでは、先頭ビット、I/Oビット設定 1～5、PIN2 出力の 

7 つのうちいずれかから LED 点灯に反映するビットを選択することができます。 

 

⑦センシングレベル設

定 

センシングレベル設定では、データを取得したいビット範囲を設定することができます。 

ここで設定したビット範囲の値は「3.1.5.デバイス（IO-Link デバイス）設定画面（各 CH）」のセンシン

グレベル欄に表示されます。  

 

設定値に問題がある場合は、書き込みボタンクリック時にダイアログが表示されます。 

センシングレベル設定 ダイアログ 

I/O情報ビット位置、センシングレベル 

設定のビット範囲重複 

 

 

 

 

 

 

 

終了位置未設定 

開始位置未設定 

 

 

 

 

 

 

 

開始位置、終了位置の差が 16以上  
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開始位置＞終了位置  

 

 

 

 

 

 

ビット範囲（0 - 63）が正しくない  

 

 

 

 

 

 

 

センシングレベルビット範囲の項目のチェックボックスの仕様は以下のとおりです。 

チェックあり：センシングレベル設定のビット範囲の設定値が有効 

チェックなし：センシングレベル設定のビット範囲の設定値が無効 

チェックなしの場合はテキストボックスがグレーアウトします。このとき書き込みボタンをクリックする

と、当該データはクリアの状態で確定し、IO-Link マスタ LINKER本体へ書き込まれます。 

  

⑧PD（ビット入力情報

エリア）設定 

 

※ビットアドレス設定

時のみ設定可能で

す。ワードアドレス設

定時はグレーアウトし

ます。 

 

PD（ビット入力情報エリア）設定では、データを取得したいビット範囲を設定することができます。 

ここで設定したビット範囲の値は「3.1.5.デバイス（IO-Linkデバイス）設定画面（各CH）」の PD（ビット

入力情報エリア）欄に表示されます。  

 

PD（ビット入力情報エリア）はビットアドレス設定時のみ設定可能で、ワードアドレス設定時はグレー

アウトします。 

 

 

 

 

設定値に問題がある場合は、書き込みボタンクリック時にダイアログが表示されます。 

PD（ビット入力情報エリア）設定 ダイアログ 

終了位置未設定 

開始位置未設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始位置、終了位置の差が 16以上  

 

 

 

 

 

 

 

開始位置＞終了位置  
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ビット範囲（0 - 63）が正しくない  

 

 

 

 

 

 

 

センシングレベルビット範囲の項目のチェックボックスの仕様は以下のとおりです。 

チェックあり：PD（ビット入力情報エリア）設定のビット範囲の設定値が有効 

チェックなし：PD（ビット入力情報エリア）設定のビット範囲の設定値が無効 

チェックなしの場合はテキストボックスがグレーアウトします。このとき書き込みボタンをクリックする

と、当該データはクリアの状態で確定し、IO-Link マスタ LINKER本体へ書き込まれます。  

 

【表示例 1】 

PD 上 ON/OFF位置 1：b0 

PD 上 ON/OFF位置 2：b8 

PD 上 ON/OFF位置 3：b16 

PD 上 ON/OFF位置 4：b24 

センシングレベル：b32～b39 

PD（ビット入力情報エリア）：b33～37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表示例 2】 

PD 上 ON/OFF位置 1：b0 

PD 上 ON/OFF位置 2：b8 

PD 上 ON/OFF位置 3：b16 

PD 上 ON/OFF位置 4：b24 

センシングレベル：b32～b39 

PD（ビット入力情報エリア）：b48～55 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【表示例 3】 

PD 上 ON/OFF位置 1：b0 

PD 上 ON/OFF位置 2：b8 

PD 上 ON/OFF位置 3：b16 

PD 上 ON/OFF位置 4：b27 

センシングレベル：b0～b7 

PD（ビット入力情報エリア）：b24～31 
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（PD 上 ON/OFF位置とセンシングレベルが重複しているため設定不可） 

 

※設定不可のビット位置を指定した場合や、設定不可の状態からビット位置を変更した場合に 

上記通りの表示にならない場合があります。表示を正常状態に戻す場合は、一度読み出しを 

実行してから正しいビット位置を指定してください。 

 

⑨読み出しボタン クリックすると現在の設定を読み出します。画面表示の詳細は「3.1.4.3.機器パラメータ読み書き」を

ご確認ください。 

 

読み出しを実行して不正値（I/O 情報ビット位置とセンシングレベルのビット位置重複、もしくは I/O

情報ビット位置と PD（ビット入力情報エリア）のビット位置重複）を読み出した場合に、以下のダイア

ログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩書き込みボタン クリックすると各項目の設定値に入力した値を書き込みます。画面表示の詳細は「3.1.4.3.機器パラ

メータ読み書き」をご確認ください。 

※③～⑧は CH毎に設定できます。 
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3.1.4.3 機器パラメータ読み書き 

 

IO-Linkマスタ LINKER設定画面 リスト 1、2で、「読み出し」「書き込み」をクリックした際の動作です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラー発生時は、以下のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1書き込んだ内容を確認する場合は機器パラメータ読み出しを実行する必要があります。 

※2使用 CH設定で未使用になっている CHに対して設定を変更し、書き込みを実行した場合は書き込み失敗と 

なります。 

 

  

読み出しをクリックした場合 書き込みをクリックした場合 

実行 実行 

※2 

※1 
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接続がタイムアウトした場合、以下のダイアログが表示されます。 

 

通信失敗の要因については「4.3.1.タイムアウト処理発生条件」をご確認ください。 
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3.1.5 デバイス（IO-Linkデバイス）設定画面（各CH） 

 

下図は、左側ツリー表示で、デバイスをクリックした場合の画面です。※IODD ファイルには対応していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

モニタ値②～⑤の更新時間は、ASLINK通信と IO-Link通信の影響を受けますので 

実際のデータがモニタに反映されるまでにタイムラグがあります。 

ASLINKの処理時間は、リモートユニットの伝送点数や接続台数によって異なります。 

IO-Linkの処理時間は、伝送速度（COM1、COM2、COM3）によって異なります。 

 

 
項目 画面詳細 

①PD 表示方法 PD モニタ値の表示方法の選択ができます（16 進数、10 進数、2 進数）。 

接続機器表示エリアのツリー表示で、現在選択していない IO-Linkマスタ LINKERに接続されてい

るデバイスをクリックすると、選択状態がデフォルト（16 進数）に戻ります。 

 

②PD モニタ値 動作モードが“COM”または“COM&PIN2”の時に Process Data全体の値を表示します。それ以外

の動作モードの場合はグレーアウトします。 

デバイスとの通信が確立されている場合、周期的に読み出しを行い値を表示します。 

 

③センシングレベル 動作モードが“COM”または“COM&PIN2”の時に、「3.1.4.2. IO-LinkマスタLINKER設定画面 リス

ト 2」センシングレベル設定で設定したビット範囲の値を表示します（16 進数）。上記以外の動作モ

ードの場合はグレーアウトします。 

ビットアドレス設定時は、センシングレベル表示 CH で設定した CH でのみセンシングレベルが表

示されます。 

 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

④ 

⑦ 

① 

⑥ 

⑤ 

⑧ 

② 

③ 

注意 ！ 
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④PD（ビット入力情報エリ

ア） 

ビットアドレス設定時のみ画面に表示されます。ワードアドレス設定時は次のような表示になりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

動作モードが“COM”または“COM&PIN2”の時に、「3.1.4.2. IO-LinkマスタLINKER設定画面 リス

ト 2」の PD（ビット入力情報エリア）設定で設定したビット範囲の値を表示します（16 進数）。 

それ以外の動作モードの場合はグレーアウトします。 

 

⑤入力 入力 1～4は、動作モードが“COM”または“COM&PIN2”の時に、「3.1.4.2. IO-Linkマスタ LINKER

設定画面 リスト 2」 I/O情報ビット位置 1～4で設定したビットの値がそれぞれ対応するフィールド

に表示されます。I/O 情報ビット位置 1～4 で設定していないフィールドはグレーアウトします。ま

た、上記以外の動作モードの場合もグレーアウトします。 

PIN2は動作モードが“COM&PIN2”の時のみ表示され、それ以外の場合はグレーアウトします。入

力の値は、0 又は 1 を表示します。 

 

⑥Event Data IO-Link 仕様書（V1.1.2）、EventCodes(diagnosis information)で定義されているイベントコードとイ

ベント内容文字列（英語）を表示します（イベント内容文字列をテーブル化して保持しておきま

す）。 

上記仕様書に定義が無く、デバイスメーカ独自のイベントについては、イベントコードのみを表示

します。 

イベントデータはデバイスとの通信が確立されている場合、周期的に読み出しを行いリアルタイム

に値を表示します（動作モードがいずれの設定の場合も）。 

※片方のCHのイベントを読み出しきっていない状態でもう一方のCHのイベントを読み出しきった

場合、新たにイベントを発生させても読み出されません。イベントが残っている CH のイベントを読

み出しきってから、新たにイベントを発生させた CH の IO-Link デバイス設定画面を開くとイベント

を読み出すようになります。 

 

最新 1 件のイベントのみを表示し、一度読み出したイベントコードは、別画面に遷移し再度戻って

きた際には表示されません。 

 

⑦イベント詳細ボタン ボタンをクリックすると、別画面が開き、発生しているイベントデータの一覧が表示されます。画面

詳細は「3.1.5.1.イベント詳細表示画面」をご確認ください。 

 

⑧OD 表示方法 On Request Data の値表示方法の選択ができます（16 進数、10進数、2 進数、文字列）。 

接続機器表示エリアのツリー表示で、現在選択していない IO-Linkマスタ LINKERに接続されてい

るデバイスをクリックすると、選択状態がデフォルト（16 進数）に戻ります。 

 

⑨OD 入力・表示フィールド Index、SubIndex を指定して、指定データ Read/Write を実行することで対象の Index に読み出し/

書き込みを実施することができます（指定データ Write の場合は実行前に書き込み値を入力する

必要があります）。 

値は有効数字桁分表示します。 

値表示方法で文字列以外を選択している場合、指定データ Write は 1 行 2 バイトまでの値を指定

して書き込みを実行することができ、入力した値のサイズ（1 バイト単位）で書き込みされます。 

2 バイトを超える値を書き込みする場合は複数行に分けて指定する必要があります。 

値表示方法で文字列を選択している場合は、2バイトを超える値でも1行で指定して書き込みを実

行することができます。 

値表示方法が文字列以外で 1 行 2 バイトを超える値を入力した場合、エラーがダイアログ表示さ

れ、ユーザが範囲内の値を書き込むまでは、他箇所への入力はできません。 
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Index、SubIndex は 10 進数固定であり、OD 表示方法では変化しません。 

 

行を選択して右クリックをすると以下のようなコンテキストメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー 動作 

行の追加 選択した行の上に行を追加 

行の削除 選択した行を削除 

行の切り取り 選択した行を切り取り 

行の貼り付け 選択した行の上に「行の切り取り」で切り取った行を貼り付け 

行の一括削除 全ての行を削除 

※実行できない操作はグレーアウトします。 

 

⑩指定データ Read/Write 各項目のフィールドで Index、SubIndexを入力し、指定データ Read/Writeのラジオボタンで読み出

し or書き込みを選択して実行ボタンをクリックすると、指定した Index に対して読み出し or書き込

みを実行することができます。 

 

※読み出し後に⑧OD表示方法で値表示方法を変更した場合は再度読み出しを実行してください。 

 

接続機器表示エリアのツリー表示で、現在選択していない IO-Linkマスタ LINKERに接続されてい

るデバイスをクリックすると、選択状態がデフォルト（読み出し）に戻ります。 

 

実行後は以下のようなダイアログが表示されます。 
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以下の場合は異常完了します。 

・動作モード設定が“COM”もしくは“COM＆PIN2”以外の場合 

・使用 CH設定で未使用 CHに設定している場合 

 

読み出し/書き込み時にデバイスエラーが発生した場合には、以下のダイアログが表示されます。 

・エラーが発生した Index、SubIndex 

・エラーコード（エラーコードについては IO-Link 仕様書（V1.1.2）を参照してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Indexを複数指定して書き込みを実行しデバイスエラーが発生した場合は、エラー発生行より上

の行の書き込みは正常完了しています。 

 

Index の列が空欄の状態で実行すると以下のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Index に値が入っている行の SubIndex が空欄の状態で実行ボタンをクリックすると以下のダイア

ログが表示されます。 

 

接続がタイムアウトした場合、以下のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信失敗の要因については「4.3.1.タイムアウト処理発生条件」をご確認ください。 

 

⑪全データ Read 実行をクリックすると、On Request Data 全データの読み出しを実行することができます。 

※読み出し後に⑧OD 表示方法で値表示方法を変更した場合は再度読み出しを実行してください。 

 

実行後は以下のようなダイアログが表示されます。 
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パラメータの読み出しが完了すると以下のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の場合は異常完了します。 

・動作モード設定が“COM”もしくは“COM＆PIN2”以外の場合 

・使用 CH設定で未使用 CHに設定している場合 

 

デバイスエラーが発生した場合には、ダイアログにエラーコードが表示されます。エラーコードに

ついては IO-Link 仕様書（V1.1.2）を参照してください。 

 

接続がタイムアウトした場合、以下の画面が表示されます。 

 

通信失敗の要因については「4.3.1.タイムアウト処理発生条件」をご確認ください。 

 

※設定画面の復元後に②～⑤の正しいデータを確認するには IO-LinkマスタLINKERで有効になっている設定と設定ツール上の設 

定を合わせる必要があるため、IO-Linkマスタ LINKER設定画面 リスト 1、2で書き込みもしくは読み出しを実行する必要がありま 

す。設定画面の復元については「3.1.1.1.ファイル（F）」をご確認ください。 
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3.1.5.1 イベント詳細表示画面 

 
最新 50 件のイベントを表示します。 

接続機器表示エリアのツリー表示で、現在選択していない IO-Linkマスタ LINKERに接続されているデバイスをクリックすると、イ

ベント詳細はクリアされます。 
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3.1.6 バックアップ/リストア 

 

IO-Linkマスタ LINKERおよび IO-Linkデバイスの情報を、パソコンに保存し、読み出します。 

 

ASLINK マスタから実行するバックアップ/リストアとの違いについては以下の通りです。 
機能 対象データ 保存先 

ASLINKマスタから実行するバックアップ/リストア IO-Link マスタ LINKER の機器パラメータ マスタ局の不揮発メモリ 

設定ツールから実行するバックアップ/リストア IO-Link マスタ LINKER の機器パラメータ※ 

IO-Link デバイスのバックアップ対象 Index の情報 

パソコン 

※バックアップ対象が IO-Link マスタ LINKER 配下もしくは ASLINK マスタユニット配下の時のみ。 

 

保存する情報は全てテキストファイルで扱います。 
バックアップで生成される設定ファイル内容、リストアで復元される設定と復元先については「4.2.2.ファイル内容」
をご確認ください。 

 

バックアップ/リストア対象（赤点線部）右クリックでコンテキストメニューが開きます。 

 

項目 画面詳細 

①バックアップ 

 

クリックするとファイル選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル/フォルダを選択し保存(S)ボタン/フォルダの選択ボタンをクリックすると、以下のようなダイ

アログが表示されます。※1 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行ボタンをクリックするとバックアップを開始します。 

パソコン IO-Link マスタ LINKER および IO-Link デバイス 
データの流れ 機器の情報 

バックアップ 

パソコン IO-Link マスタ LINKER および IO-Link デバイス 
機器の情報 

リストア 

接続機器表示エリア 

① 

② 
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バックアップ中は以下のようなダイアログが表示されます。 

 

バックアップが完了すると以下のようなダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続がタイムアウトした場合、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信失敗の要因については「4.3.1.タイムアウト処理発生条件」をご確認ください。 

 

②リストア クリックするとファイル選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル/フォルダを選択し開く(O)ボタン/フォルダの選択ボタンをクリックすると、以下のようなダイ

アログが表示されます。※2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択したフォルダ内に複数の設定ファイルが存在する場合は、実行ボタンクリック後に再度ファイ

ル選択画面が表示されるため、リストアするファイルを選択する必要があります。 
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実行ボタンをクリックすると設定ファイルの情報と接続デバイスの情報を比較して以下のようなダイ

アログを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASLINKマスタユニット、IO-Link マスタ LINKER のリストアの際は、接続されているデバイスと設定フ

ァイルを全て確認するため、デバイスが 2 台繋がっている場合は 2 回ダイアログが表示されます。 

 

※設定ファイルの情報と接続デバイスの情報を比較する際、リストア対象のデバイスの型名は 

CPU設定時に読み出したものを使用する。デバイス交換を行った場合は再度 CPU設定を実行 

してからリストアを実行してください。 

 

シリアルNo.を持たないデバイスをリストアする場合は、設定ファイルのシリアルNo.と一致すること

がないため、上記右の「設定ファイル内の型名がリストア対象のデバイスと一致したとき」のダイアロ

グが表示されます。 

 

実行ボタンをクリックするとバックアップを開始します。 

リストア中は以下のようなダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

リストアが正常完了すると以下のようなダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定ファイル内の型名、シリアル No.がリストア対象の

デバイスと一致したとき 

設定ファイル内の型名がリストア対象のデバイスと

一致したとき 
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リストアが異常完了すると以下のようなダイアログが表示されます。 

発生タイミング ダイアログ 

デバイスへの書き込み処理に失敗 

デバイスへの接続失敗したとき 

 
 
 

 

 

 

 

 

対応していないファイルを選択して

実行したとき 

 

 

 

 

 

 

 

リストアする各設定ファイルが、

「4.2.1.フォルダ構成」に記載のフォ

ルダに存在しないとき 

 
 
 
 
 
 
 

設定ファイル内の型名とリストア対

象のデバイスの型名が一致しない

とき 

 

 

 

 

 

 

 

不正値（IO-Linkデバイス情報が 16

進数以外）を読み出したとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続がタイムアウトした場合、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信失敗の要因については「4.3.1.タイムアウト処理発生条件」をご確認ください。 

 

 

※1デバイスのバックアップではファイルを生成するため保存（S）ボタン、IO-Linkマスタ LINKER と ASLINKマス

タユニットのバックアップではフォルダを生成するためフォルダの選択ボタンが表示されます。 

※2デバイスのリストアではファイルを選択するため開く（O）ボタン、IO-Linkマスタ LINKERとASLINKマスタユニ

ットのリストアではフォルダを選択するためフォルダの選択ボタンが表示されます。 

 

動作モード設定、使用 CH設定を変更した場合は再度 CPU設定を実施してからバックアップ/リストアを実行して

ください。  



操作 

3-37 

 

3.1.6.1 ASLINKマスタユニット配下 

 
ASLINKマスタユニットに対して、その配下の全台（IO-LinkマスタLINKER、デバイス）についてバックアップ/リスト

アを実施します。 

 

リストアの際は、選択されたフォルダ一式の内容が、初めに接続機器表示エリアで選択したASLINKマスタユニッ

ト配下の構成に対してされます。 

 

読み出すデータ内容は、 

 ・ IO-Linkマスタ LINKERのパラメータの一式 （ASLINK マスタユニットのバッファメモリから読み出す）。 

 ・ IO-Linkマスタ LINKERのデータストレージから読み出した Index、SubIndex と、データ実体の内容。 

 

書き込むデータ内容は、 

 ・ IO-Linkマスタ LINKER設定ファイルの機器パラメータ 1～19に対応する内容 

 ・ IO-Linkデバイス設定ファイルの内容一式 

 
3.1.6.2 IO-LinkマスタLINKER配下 

 
IO-Linkマスタ LINKERに対して、その配下の全台（IO-Linkマスタ LINKER、デバイス）についてバックアップ/リス

トアを実施します。 

 

リストアの際は、選択されたフォルダ一式の内容が、初めに接続機器表示エリアで選択した IO-Link マスタ

LINKER配下の構成に対して書き込みされます。 

 

読み出すデータ内容、書き込むデータ内容については、「3.1.6.1. ASLINK マスタユニット配下デバイス」と同様で

す。 

 
3.1.6.3 デバイス 

 

バックアップ/リストアで、IO-Linkデバイスのどのパラメータを読み出せば良いかは、IO-Linkデバイスのパラメー

タ「Data Storage Index」（Index 0x0003） に記述されています。ツールはその内容をデバイスから読み出し、処理

を行います。 

（IO-Link仕様書（V1.1.2）を参照） 

 
読み出すデータ内容は、 

・IO-Linkマスタ LINKERのデータストレージから読み出した Index、SubIndex とデータ実体の内容。 

 

書き込むデータ内容は、 

・IO-Linkデバイス設定ファイルの内容一式 
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4 機能 

 

4.1 デバイス周期情報の読み出し 

 

本ツールでは、デバイス周期情報のプロセスデータの読み出しにコマンドを使用せず、バッファメモリを直接読

んでいます。 

※デバイス設定画面を開いている間は、ラダーなど設定ツール以外からパラメータ変更を行わないでください。 

 
4.1.1 デバイスI/O 

 

IO-Linkマスタ LINKERがデバイスから受ける入力信号を、本ツールで読み出します。 

IO-Linkマスタ LINKERは、1台（デバイス 2台分）で最大 10点の入力信号（I/O）を持ち得ます。 

（1デバイスあたり PD(プロセスデータ)中に最大 4点+PIN2出力で 1点→最大 5点→×2台で最大 10点） 

 
4.1.2 デバイスセンシング情報 

 

デバイスセンシング情報は、I/O 情報などと共にプロセスデータ（PD）中に格納されて、IO-Link デバイスから出

力されます。 

表示画面については「3.1.5.デバイス（IO-Linkデバイス）設定画面（各 CH）」をご確認ください。 

 

4.2 設定ファイルの読み書き 

 

本ツールでは、本ツールで設定できる内容の一式を、テキストファイルとして保存、読み出しを行います。 

 
4.2.1 フォルダ構成 

 

接続機器の構成に合わせ、保存したい設定内容は以下のようなフォルダ構成とします。 

 
ユーザ指定フォルダ 

  ├─ASLINK マスタユニット 0 

  │  ├─IO-Link マスタ LINKER 0      ← IO-Link マスタ LINKERの設定ファイルが存在 （ASLINK パラメータ一式が記述される） 

  │  │  ├─CH0 

  │  │  └─CH1 

  │  ├─IO-Link マスタ LINKER 1 

  │  │  ├─CH0                ← IO-Link デバイスの設定ファイルが存在 （IO-Link パラメータ一式が記述される） 

  │  │  └─CH1 

  │  ├─IO-Link マスタ LINKER 2 

  │  │  ├─CH0 

  │  │  └─CH1 

  │   ・・・・・ 

  ├─ASLINK マスタユニット 1 

  │  ├─IO-Link マスタ LINKER 0 

  │  │  ├─CH0 

  │  │  └─CH1 

  │   ・・・・・ 

  ├─ASLINK マスタユニット 2 

  │   ・・・・・ 

  └─ASLINK マスタユニット 3 

       ・・・・・ 

 

ASLINKマスタユニットのバックアップで生成されるフォルダ  

IO-Link マスタ LINKERのバックアップで生成されるフォルダ  

 

※ASLINKマスタユニットのバックアップで生成されるフォルダは、先頭 I/O番号の昇順で ASLINKマスタユニット 0、ASLINK 

マスタユニット 1、ASLINKマスタユニット 2…と命名される（バックアップした順番では命名されません）。 
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※IO-Link マスタ LINKER のバックアップで生成されるフォルダは、IO-Link マスタ LINKER の IDの昇順で IO-Linkマスタ 

LINKER0、IO-Linkマスタ LINKER1、IO-Link マスタ LINKER2…と命名される（バックアップした順番では命名されません）。 

 

フォルダ構成のイメージ 

 

 

 

 

 

 

  

本設定ツールの設定ファイル用のルートフォルダ 

 

IO-Link 接続 IO-Link マスタ LINKER の設定ファイル 

IO-Link デバイスの設定ファイル 
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4.2.2  ファイル内容 

 

設定ファイルは、テキストファイルとします（命名規則は Windows 依存）。各ファイルでは下記の情報を保持しま

す。 

 

種別 保存内容 

ファイル（F）メニュー 

上書き保存（S） 

名前を付けて保存（A） 

・ASLINKマスタユニット<aslink-master> 

アクセス対象 CPUユニット 

接続ユニット 

伝文形式 

通信プロトコル 

ホスト名(IPアドレス) 

 

・IO-Linkマスタ LINKER<io-linker> 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

ユニット形名ナンバー 

機能バージョン 

 

・IO-Linkマスタ LINKER 設定画面 1<linker-setting1> 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

動作モード設定(CH0/CH1) 

デジタル入力時フィルタ時間設定(CH0/CH1) 

入力/出力 OFFディレイ(CH0/CH1) 

デバイス検証設定(CH0/CH1) 

上下バイト交換(CH0/CH1) 

センシングレベル表示 CH設定 

使用 CH設定 

デバイス交換フラグ設定 

PD（ビット入力情報エリア）伝達方法 

 

・IO-Linkマスタ LINKER 設定画面 2<linker-setting2> 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

I/O情報ビット位置 1～4、5(Pin2) (CH0/CH1) 

センシングレベル開始、終点位置 (CH0/CH1) 

PD（ビット入力情報エリア）開始、終点位置 (CH0/CH1) 

IN LED 設定 (CH0/CH1) 

 

・IO-Link デバイス設定画面<Device-setting> 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

Index(CH0/CH1) 

SubIndex(CH0/CH1) 

データ(CH0/CH1) 

テンプレート I/O情報ビット位置 1～4 

センシングレベル開始、終点位置 

PD（ビット入力情報エリア）開始、終点位置 
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バックアップ 

ASLINKマスタユニット 

IO-Link マスタ LINKER 

 

アクセス対象 CPUユニット 

接続ユニット 

伝文形式 

通信プロトコル 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

機器パラメータ 1～19 

ステータス詳細 

センシングレベル 

ワード点数パターン 

ビット点数パターン 

ユニット形名ナンバー 

機能バージョン 

IO-Link デバイス 

形名 

シリアル No.※1 

INDEX LIST（INDEX：3  SUBINDEX：5）に示されている INDEXの情報 

   

操作別に作成されるファイル・フォルダ 保存先 復元先 

ファイル（F）メニュー 

 開く（O）/名前を付けて保存（A） 

パソコン 

IO-Link マスタ LINKER 

設定ツール画面 

（CPU 選択画面、IO-Link マスタ LINKER 設定画面 リスト 1、

IO-Link マスタ LINKER 設定画面 リスト 2、デバイス設定画

面） 

テンプレート 設定ツール画面（IO-Link マスタ LINKER 設定画面 リスト 2） 

バックアップ/ 

リストア 

ASLINKマスタユニット※2 
配下の IO-Link マスタ LINKER全台 

IO-Link デバイス 

IO-Link マスタ LINKER※2 
IO-Link マスタ LINKER 

IO-Link デバイス 

IO-Link デバイス※2 IO-Link デバイス 

※1 シリアル Noが設定されていないデバイスの場合は、範囲外データである“FF FF FF FF FF FF FF FF FF”(18byte 分の 

データ)が格納されます。 

※2 画面上（ツリー表示）で選択する箇所 

 

復元先 復元内容 

IO-Link マスタ LINKER 

設定ツール画面 

（CPU 選択画面、 IO-Link マスタ

LINKER設定画面 リスト1、IO-Linkマ

スタ LINKER 設定画面  リスト 2、

IO-Link デバイス設定画面） 

・IO-Linkマスタ LINKER 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

ユニット形名ナンバー 

機能バージョン 

 

・CPU選択画面 

アクセス対象 CPUユニット 

接続ユニット 

ホスト名(IPアドレス) 

 

・IO-Linkマスタ LINKER 設定画面 リスト 1 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

動作モード設定(CH0/CH1) 

デジタル入力時フィルタ時間設定(CH0/CH1) 

入力/出力 OFFディレイ(CH0/CH1) 

デバイス検証設定(CH0/CH1) 

上下バイト交換(CH0/CH1) 

センシングレベル表示 CH設定 

使用 CH設定 

デバイス交換フラグ設定 

PD（ビット入力情報エリア）伝達方法 
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 ・IO-Linkマスタ LINKER 設定画面 リスト 2 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

I/O情報ビット位置 1～4、5(Pin2) (CH0/CH1) 

センシングレベル開始、終点位置 (CH0/CH1) 

PD（ビット入力情報エリア）開始、終点位置 (CH0/CH1)  

IN LED 設定 (CH0/CH1) 

 

・IO-Link デバイス設定画面 

先頭 I/O番号 

ユニット ID 

Index(CH0/CH1) 

SubIndex(CH0/CH1) 

データ(CH0/CH1) 

 

設定ツール画面 

（IO-Link マスタ LINKER 設定画面 リ

スト 2） 

I/O情報ビット位置 

センシングレベル 

PD（ビット入力情報エリア） 

IO-Link マスタ LINKER 機器パラメータ 1～19 

IO-Link デバイス 設定ファイルに保存されている INDEXの情報 

※以下の項目については設定ツール内では確認できない。 

・先頭 I/O番号 

・ユニット ID 

・ユニット形名ナンバー 

・機能バージョン 

・ステータス詳細 

 

設定ファイル内容 

保存内容 値 設定内容 

アクセス対象 CPU CpuType 0x1001 R04CPU 

0x1002 R08CPU 

0x1003 R16CPU 

0x1004 R32CPU 

0x1005 R120CPU 

接続ユニット UnitType 0x1002 Ether接続 IP指定 

0x1003  

0x1004 USB 接続 

伝文形式 PacketType 0x01 CPUプロトコル型式 

通信プロトコル ProtocolType 0x05 TCP/IP経由 

0x08 UDP/IP経由 

0x0D USBポート経由 

ホスト名（IPアドレス） HostAddress NULL IP指定通信を使用しない場合 

 CPUユニットの IPアドレス 

サブネットマスク SubnetMask NULL IP指定通信を使用しない場合 

 CPUユニットのサブネットマスク 

先頭 I/O番号 StartIoNumber  ASLINKマスタの先頭 I/O番号 

ユニット ID unit_id  ASLINKマスタのユニット ID 

機器パラメータ 1～19 parameter1～parameter19  IO-Link マスタ LINKER の機器パラメータ 

ステータス詳細 status  IO-Link マスタ LINKER のステータス詳細 

センシングレベル sensing_lv  IO-Link マスタ LINKER のセンシングレベル 

ワード点数パターン io_word  IO-Link マスタ LINKER のワード点数パターン 

ビット点数パターン io_bit  IO-Link マスタ LINKER のビット点数パターン 

ユニット形名ナンバー model  IO-Link マスタ LINKER のユニット形名ナンバー 
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機能バージョン version  IO-Link マスタ LINKER の機能バージョン 

動作モード設定（CH0/CH1） communication_mode  IO-Link マスタ LINKER の各機器パラメータ設定 

デジタル入力時フィルタ時間 

設定（CH0/CH1） 

digital_time  

入力/出力 OFFディレイ 

（CH0/CH1） 

io_delay  

デバイス検証設定 

（CH0/CH1） 

device_mode  

上下バイト交換（CH0/CH1） change_byte  

センシングレベル表示 

CH設定 

sensing_ch  

使用 CH設定 use_ch  

デバイス交換フラグ設定 device_change  

PD（ビット入力情報エリア） 

伝達方法 

sensing_bit_comm  

I/O情報ビット位置 1～4、5 

（PIN2）（CH0/CH1） 

io_info  

センシングレベル開始、 

終点位置（CH0/CH1） 

sensing_data  

PD（ビット入力情報エリア）開

始、終点位置（CH0/CH1） 

sensing_data2  

IN-LED 設定（CH0/CH1） in_led  

型名 product_name  IO-Link デバイスの型名 

シリアル No serial_number  IO-Link デバイスのシリアル No 

Index（CH0/CH1）(IO-Link デ

バイスのバックアップで取得) 

index  IO-Link デバイスのインデックスリスト参照 

SubIndex（CH0/CH1）(IO-Link

デバイスのバックアップで取

得) 

subindex  

データ（CH0/CH1）(IO-Linkデ

バイスのバックアップで取得) 

data  IO-Link デバイスのインデックスリスト内のインデ

ックス情報 

Index（CH0/CH1） (設定画面

の保存で取得) 

index  IO-Link デバイス設定画面に記載されている

Index 

SubIndex（CH0/CH1）(設定画

面の保存で取得) 

subindex  IO-Link デバイス設定画面に記載されている

SubIndex 

データ（CH0/CH1）(設定画面

の保存で取得) 

data  IO-Link デバイス設定画面に記載されているデー

タ(読み出し値 or 書き込み値) 
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4.2.2.1 IO-LinkマスタLINKER本体の設定ファイル 

 
IO-Link マスタ LINKER 本体は、ASLINK リモートユニットである為、バックアップ対象は、ASLINK リモートユニッ

トとしてのパラメータ一式となります。 

本ツールは、ASLINKマスタユニットのバッファメモリからパラメータを読み出し、テキストファイルに保存します。 

ファイル名は、下記のようになります。 

  「ASLINK マスタユニット 0_IO-Linkマスタ LINKER0.cfg」  （拡張子は“.cfg”） 

 
4.2.2.2 IO-LinkマスタLINKER配下のデバイスの設定ファイル 

 
バックアップ対象は、IO-Linkデバイスのパラメータです。 

ファイル名は、下記のようになります。 

  「ASLINK マスタユニット 0_IO-Linkマスタ LINKER0_デバイス CH0.cfg」  （拡張子は“.cfg”） 

 

 

4.3 タイムアウト仕様 

 
本ツールでは、IO-Linkマスタ LINKER との通信異常が発生した場合に、タイムアウト処理を行います。 

タイムアウト時間、およびリ最大リトライ回数は「ツール(T)」の「タイムアウト設定」にて設定された値となります。 

設定値については「3.1.1.2.ツール（T）」をご確認ください。 

 
4.3.1 タイムアウト処理発生条件 

 

タイムアウトが発生する外部現象は以下の通り。 

・USBケーブル断線 

・LANケーブル断線 

・ベースから CPUユニット抜去 

・ベースから ASLINKマスタユニット抜去 

・ASLINK伝送ライン断線 

・シーケンサ電源 OFF 

・タイムアウトの設定値（IO-LinkマスタLINKERとの通信タイムアウト、最大リトライ回数）が実際の構成に対し 

て小さい 
 
4.3.2 タイムアウト処理が発生する操作 

 
・CPU選択画面： CPUユニット読み出し中(実行クリック時) 

・IO-Linkマスタ LINKER設定画面_リスト 1： 読み出し/書込み中(実行クリック時) 

・IO-Linkマスタ LINKER設定画面_リスト 2： 読み出し/書込み中(実行クリック時) 

・デバイス設定画面： On Request Data 指定データ読み出し/書込み中(実行クリック時) 

・デバイス設定画面： On Request Data 全データ Read中(実行クリック時) 

・バックアップ/リストア： バックアップ、リストア中(実行クリック時) 

・ファイル-メニュー： 設定ツールの情報の復元中(実行クリック時) 

 
 
 



トラブルシューティング 

5-1 

 

5 トラブルシューティング 

 

5.1 現象別トラブルシューティング 

 
【本ツールが正常に起動しない場合】 
チェック項目 処置方法 

動作環境は正しいか。 本ツールが対応している環境で起動してください。 

二重起動していないか。 二重起動はできません。再起動する場合、一度本ツールを終了させてください。 

 

【CPU設定が正常完了しない場合（タイムアウト含む）】 
チェック項目 処置方法 

接続している CPUシリーズが正しく選択さ

れているか。 

接続しているCPUのシリーズを確認して正しいCPUシリーズを選択してください。 

接続している CPUシリーズがドロップダウンリストに表示されていない場合は、本

ツールが対応している CPUシリーズを確認して対応機種を使用してください。 

接続方法が正しく設定されているか。 接続方法を実際の接続方法に合わせて指定してください。 

Ethernet 接続 IP 指定の場合、ネットワー

ク設定が正しく指定されているか。 

IPアドレスを正しく設定してください。 

シーケンサの電源が OFF またはリセット

状態になっていないか。 

シーケンサの電源を ON してください。 

ASLINKマスタユニットは正常か。 ASLINK マスタユニットでエラーが発生していないか確認し、正常に動作している

ことを確認してください。 

接続ケーブルが断線していないか。 USB ケーブル、LAN ケーブル、ASLINK 伝送ラインを正しく接続しなおしてくださ

い。 

ユニットが正しく装着されているか。 CPUユニット、ASLINKマスタユニットをベースに正しく装着して、CPUユニットにエ

ラーが発生していないか確認し、正常に動作していることを確認してください。 

IO-Linkデバイスが初期化中になっていな

いか。 

IO-Link デバイスの初期化が終了してから CPU設定を実行してください。 

実行中にアドレス変更していないか。 アドレス変更後に CPU設定を実行してください。 

ASLINK リモートユニットの台数に対して、

設定ツールのタイムアウト設定が十分な

値となっているか。 

設定ツールのタイムアウト設定値を確認してください。（ツール（T）タイムアウト設

定画面） 

ASLINK リモートユニットの台数変更の際は、タイムアウト時間変更の検討を行っ

てください。（台数が多くなる場合、CPU の通信対象台数が増える為、より長いタ

イムアウト時間を要する場合があります） 

※タイムアウト発生条件については「4.3.タイムアウト仕様」を参照 

 

【IO-Linkマスタ LINKERが正常に表示されない場合】 
チェック項目 処置方法 

アドレス自動認識は実行しているか。 アドレス自動認識を実行してください。 

 

【IO-Linkデバイスが正常に表示されない場合】 
チェック項目 処置方法 

ユニットが正しく装着されているか。 CPUユニット、ASLINKマスタユニットをベースに正しく装着して、CPUユニットにエ

ラーがなく正常に動作していることを確認してから、再度 CPU 設定を実行してくだ

さい。 

IO-Link デバイスが断線していないか。 IO-Link デバイスが正常に接続されていることを確認して、再度 CPU 設定を実行

してください。 

ASLINKマスタユニットでエラーが発生して

いないか。 

ASLINKマスタユニットのエラーを解消し正常に動作していることを確認した後、再

度 CPU設定を実行してください。 

動作モードは正しく設定されているか。 IO-Link デバイスを接続している CHの動作モード設定を“COM”または 

“COM&PIN2”に設定して、再度 CPU設定を実行してください。 

使用 CH設定は正しく設定されているか。 該当 IO-Linkデバイスを使用するように設定し、再度 CPU設定を行ってください。 
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【バックアップが正常完了しない場合（タイムアウト含む）】 
チェック項目 処置方法 

シーケンサの電源が OFF またはリセット

状態になっていないか。 

シーケンサの電源を ON してください。 

ASLINKマスタユニットは正常か。 ASLINK マスタユニットでエラーが発生していないか確認し、正常に動作している

ことを確認してください。 

接続ケーブルが断線していないか。 USB ケーブル、LAN ケーブル、ASLINK 伝送ラインを正しく接続しなおしてくださ

い。 

ユニットが正しく装着されているか。 CPUユニット、ASLINKマスタユニットをベースに正しく装着して、CPUユニットにエ

ラーが発生していないか確認し、正常に動作していることを確認してください。 

IO-Link デバイスが断線していないか。 IO-Link デバイスを正常に接続してください。 

動作モード設定を変更していないか。 CPU 設定後に動作モードを“COM”もしくは“COM&PIN2”から変更した場合は再

度 CPU設定を実行してください。 

使用 CH設定を変更していないか。 CPU設定後に使用CH設定を変更した場合は再度CPU設定を実行してください。 

CPU 設定後にアドレス変更されていない

か。 

再度 CPU設定を実行してください。 

ASLINK リモートユニットの台数に対して、

設定ツールのタイムアウト設定が十分な

値となっているか。 

設定ツールのタイムアウト設定値を確認してください。（ツール（T）タイムアウト設

定画面） 

ASLINK リモートユニットの台数変更の際は、タイムアウト時間変更の検討を行っ

てください。（台数が多くなる場合、CPU の通信対象台数が増える為、より長いタ

イムアウト時間を要する場合があります） 

※タイムアウト発生条件については「4.3.タイムアウト仕様」を参照 

 

【ファイルメニュー 開く（O）が正常完了しない場合（タイムアウト含む）】 
チェック項目 処置方法 

シーケンサの電源が OFF またはリセット

状態になっていないか。 

シーケンサの電源を ON してください。 

ASLINKマスタユニットは正常か。 ASLINK マスタユニットでエラーが発生していないか確認し、正常に動作している

ことを確認してください。 

接続ケーブルが断線していないか。 USB ケーブル、LAN ケーブル、ASLINK 伝送ラインを正しく接続しなおしてくださ

い。 

ユニットが正しく装着されているか。 CPUユニット、ASLINKマスタユニットをベースに正しく装着して、CPUユニットにエ

ラーが発生していないか確認し、正常に動作していることを確認してください。 

選択した設定ファイルが正しいか。 拡張子「.cfg」のファイルを選択してください。 

また、設定ファイル生成時のバックアップ対象とリストア対象が異なる場合リストア

できません。対応している設定ファイルを選択してください。 

フォルダ構成が正しいか。 リストアする各設定ファイルが、「4.2.1.フォルダ構成」に記載のとおりのフォルダ構

成になっているか確認してください。 

実行後にファイルが削除されていない

か。 

選択したファイルが、実行後に削除されていないか確認してください。 

設定ファイルのデバイス情報と対象デバ

イスに互換性があるか。 

設定ファイルに保存されている IO-Link デバイスと接続している IO-Link デバイス

の間に互換性があるか確認してください。 

設定ファイル内の設定が不正値になって

いないか。 

以下を 16 進数で記載してください。 

・IO-Linkマスタ LINKER 情報 

・IO-Linkマスタ LINKER 設定画面情報 

・IO-Link デバイス情報 

設定ファイル内の CPU 情報が、接続して

いる CPUユニットと一致しているか。 

「4.2.2.ファイル内容」に記載の“設定ファイル”で、以下の内容を確認してください。 

・アクセス対象 CPUユニット 

・接続ユニット 

・伝文形式 

・通信プロトコル 

実行中にアドレス変更していないか。 アドレス変更後に CPU設定を実行してください。 

ASLINK リモートユニットの台数に対して、

設定ツールのタイムアウト設定が十分な

値となっているか。 

設定ツールのタイムアウト設定値を確認してください。（ツール（T）タイムアウト設

定画面） 

ASLINK リモートユニットの台数変更の際は、タイムアウト時間変更の検討を行っ

てください。（台数が多くなる場合、CPU の通信対象台数が増える為、より長いタ

イムアウト時間を要する場合があります） 

※タイムアウト発生条件については「4.3.タイムアウト仕様」を参照 
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【リストアが正常完了しない場合（タイムアウト含む）】 
チェック項目 処置方法 

シーケンサの電源が OFF またはリセット

状態になっていないか。 

シーケンサの電源を ON してください。 

ASLINKマスタユニットは正常か。 ASLINK マスタユニットでエラーが発生していないか確認し、正常に動作している

ことを確認してください。 

接続ケーブルが断線していないか。 USB ケーブル、LAN ケーブル、ASLINK 伝送ラインを正しく接続しなおしてくださ

い。 

ユニットが正しく装着されているか。 CPUユニット、ASLINKマスタユニットをベースに正しく装着して、CPUユニットにエ

ラーが発生していないか確認し、正常に動作していることを確認してください。 

IO-Link デバイスが断線していないか。 IO-Link デバイスを正常に接続してください。 

動作モード設定を変更していないか。 CPU 設定後に動作モードを“COM”もしくは“COM&PIN2”から変更した場合は再

度 CPU設定を実行してください。 

使用 CH設定を変更していないか。 CPU設定後に使用CH設定を変更した場合は再度CPU設定を実行してください。 

選択した設定ファイルが正しいか。 拡張子「.cfg」のファイルを選択してください。 

また、設定ファイル生成時のバックアップ対象とリストア対象が異なる場合リスト

アできません。対応している設定ファイルを選択してください。 

フォルダ構成が正しいか。 リストアする各設定ファイルが、「4.2.1.フォルダ構成」に記載のとおりのフォルダ構

成になっているか確認してください。 

実行後にファイルが削除されていない

か。 

選択したファイルが、実行後に削除されていないか確認してください。 

設定ファイルのデバイス情報と対象デバ

イスに互換性があるか。 

設定ファイルに保存されている IO-Link デバイスと接続している IO-Link デバイス

の間に互換性があるか確認してください。 

設定ファイル内の設定が不正値になって

いないか。 

以下を 16 進数で記載してください。 

・IO-Linkマスタ LINKER 情報 

・IO-Linkマスタ LINKER 設定画面情報 

・IO-Link デバイス情報 

設定ファイル内の CPU 情報が、接続して

いる CPUユニットと一致しているか。 

「4.2.2.ファイル内容」に記載の“設定ファイル”で、以下の内容を確認してください。 

・アクセス対象 CPUユニット 

・接続ユニット 

・伝文形式 

・通信プロトコル 

CPU 設定後にアドレス変更されていない

か。 

再度 CPU設定を実行してください。 

ASLINK リモートユニットの台数に対して、

設定ツールのタイムアウト設定が十分な

値となっているか。 

設定ツールのタイムアウト設定値を確認してください。（ツール（T）タイムアウト設

定画面） 

ASLINK リモートユニットの台数変更の際は、タイムアウト時間変更の検討を行っ

てください。（台数が多くなる場合、CPU の通信対象台数が増える為、より長いタ

イムアウト時間を要する場合があります） 

※タイムアウト発生条件については「4.3.タイムアウト仕様」を参照 

 

【テンプレート設定が正常完了しない場合】 

チェック項目 処置方法 

選択した設定ファイルが正しいか。 拡張子「.cfg」のファイルを選択してください。 

また、テンプレート設定のファイルでない場合リストアできません。対応している設

定ファイルを選択してください。 

実行後にファイルが削除されていない

か。 

選択したファイルが、実行後に削除されていないか確認してください。 

設定ファイル内の設定が不正値になって

いないか。 

以下を確認して設定ファイルを修正してください。 

・ビット位置が 65 以上になっていないか 

・I/O情報ビット位置が重複していないか 

ビット範囲の設定が正しいか。 以下を確認して設定ファイルを修正してください。 

・I/O情報ビット位置とセンシングレベルのビット範囲が重複していないか 
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【IO-Linkマスタ LINKER設定画面で読み出し・書き込みが正常完了しない場合（タイムアウト含む）】 
チェック項目 処置方法 

シーケンサの電源が OFF またはリセット

状態になっていないか。 

シーケンサの電源を ON してください。 

ASLINKマスタユニットは正常か。 ASLINK マスタユニットでエラーが発生していないか確認し、正常に動作している

ことを確認してください。 

接続ケーブルが断線していないか。 USB ケーブル、LAN ケーブル、ASLINK 伝送ラインを正しく接続しなおしてくださ

い。 

ユニットが正しく装着されているか。 CPUユニット、ASLINKマスタユニットをベースに正しく装着して、CPUユニットにエ

ラーが発生していないか確認し、正常に動作していることを確認してください。 

CPU 設定後にアドレス変更されていない

か。 

再度 CPU設定を実行してください。 

ASLINK リモートユニットの台数に対して、

設定ツールのタイムアウト設定が十分な

値となっているか。 

設定ツールのタイムアウト設定値を確認してください。（ツール（T）タイムアウト設

定画面） 

ASLINK リモートユニットの台数変更の際は、タイムアウト時間変更の検討を行っ

てください。（台数が多くなる場合、CPU の通信対象台数が増える為、より長いタ

イムアウト時間を要する場合があります） 

※タイムアウト発生条件については「4.3.タイムアウト仕様」を参照 

 

【IO-Linkマスタ LINKER設定画面 リスト 2で書き込みが正常完了しない場合】 
チェック項目 処置方法 

センシングレベル設定が正しいか 以下を確認して設定を変更してください。 

・I/O情報ビット位置とセンシングレベルのビット範囲が重複していないか 

・センシングレベルの開始位置もしくは終了位置が未設定になっていないか 

・PD（ビット入力情報エリア）の開始位置もしくは終了位置が未設定になっていな

いか 

・センシングレベルの開始位置、終了位置の差が 16 以上になっていないか 

・PD（ビット入力情報エリア）の開始位置、終了位置の差が 16 以上になっていな

いか 

・センシングレベルの開始位置＞終了位置になっていないか 

・PD（ビット入力情報エリア）の開始位置＞終了位置になっていないか 

 

【IO-Linkデバイス設定画面で読み出し・書き込みが正常完了しない場合（タイムアウト含む）】 
チェック項目 処置方法 

シーケンサの電源が OFF またはリセット

状態になっていないか。 

シーケンサの電源を ON してください。 

ASLINKマスタユニットは正常か。 ASLINK マスタユニットでエラーが発生していないか確認し、正常に動作している

ことを確認してください。 

接続ケーブルが断線していないか。 USB ケーブル、LAN ケーブル、ASLINK 伝送ラインを正しく接続しなおしてくださ

い。 

ユニットが正しく装着されているか。 CPUユニット、ASLINKマスタユニットをベースに正しく装着して、CPUユニットにエ

ラーが発生していないか確認し、正常に動作していることを確認してください。 

IO-Link デバイスが断線していないか。 IO-Link デバイスを正常に接続してください。 

動作モード設定が正しいか。 動作モードを“COM”または“COM&PIN2”に設定してください。 

使用 CH設定が正しいか。 使用 CH設定を正しく設定してください。 

IO-LinkデバイスのOn Request Data読み

出し・書き込みで指定している Index、

Subindex が正しいか。 

使用している IO-Link デバイスのインデックスリストを確認して Index、SubIndex を

指定してください。 

IO-Link マスタ LINKER の“製品説明書”に記載の Index、SubIndex を指定して読

み出し・書き込みを実行すると異常完了します。 

CPU 設定後にアドレス変更されていない

か。 

再度 CPU設定を実行してください。 

ASLINK リモートユニットの台数に対して、

設定ツールのタイムアウト設定が十分な

値となっているか。 

設定ツールのタイムアウト設定値を確認してください。（ツール（T）タイムアウト設

定画面） 

ASLINK リモートユニットの台数変更の際は、タイムアウト時間変更の検討を行っ

てください。（台数が多くなる場合、CPU の通信対象台数が増える為、より長いタ

イムアウト時間を要する場合があります） 

※タイムアウト発生条件については「4.3.タイムアウト仕様」を参照 
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【IO-Linkデバイス設定画面のデータが正しく表示されない場合】 
チェック項目 処置方法 

シーケンサの電源が OFF またはリセット

状態になっていないか。 

シーケンサの電源を ON してください。 

接続ケーブルが断線していないか。 USB ケーブル、LAN ケーブル、ASLINK 伝送ラインを正しく接続しなおしてくださ

い。 

ユニットが正しく装着されているか。 CPUユニット、ASLINKマスタユニットをベースに正しく装着して、CPUユニットにエ

ラーが発生していないか確認し、正常に動作していることを確認してください。 

IO-Link デバイスが断線していないか。 IO-Link デバイスを正常に接続してください。 

ファイルメニュー  開く（O）の実行後に

IO-Linkマスタ設定画面 リスト 1、2で書き

込みもしくは読み出しを実行したか。 

ファイルメニュー 開く（O）の実行後は IO-Link マスタ LINKER 設定画面 リスト 1、

2 で書き込みもしくは読み出しを実行してください。 

動作モードは正しく設定されているか。 動作モード設定を“COM”または“COM&PIN2”に設定してください。 
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